
地域貢献への取組み事業

事例集

平成26年7月

社会福祉法人 希望の家
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ひょうご発達障害者支援センター「クローバー宝塚ブランチ」相談事業〔発達〕

就労の機会・訓練の確保

「ジョブサポート希望」就労継続支援A・B型事業〔発達・精神：通所〕

「ひなた（陽）」地域活動支援センター〔精神・発達：通所〕

障害児通所支援事業「きぼうっこ」〔発達障害児〕

地域への啓発

見学者への対応（各施設・事業所）

地域との交流（各施設・事業所）

マイクロバスの貸出

集会室の地域開放

福祉人材の受け入れ

地域医療への貢献

グリーンホームクリニック（利用者、地域一般の方の診療）

希望の家歯科診療所（利用者、地域一般の方の治療）

まちかど救急ステーション（3施設、AED設置）
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■過去の実績

きぼう教室（学習支援）
発達障がいのあるお子さんの学習をサポート

児童用の学習机

 ◎事業開始の背景

 ◎内容

　平成17年4月に発達障害者支援法が施行され、「発

達障害」という言葉に対する社会的認知が拡がって

きています。希望の家では平成18年10月に宝塚市

より委託を受け、相談支援事業所「コミセン希望」

を開設、発達障害に関する相談もお受けしています。

また平成22年7月には兵庫県の委託を受け、「ひょ

うご発達障害者支援センター クローバー宝塚ブラ

ンチ」も開設致しました。

　コミセン希望の開設当時は発達障害者 (児 )に対

する支援はまだまだ十分ではなく、特に児童の保護

者の方たちは、情報が少ないためにどうしていいか

分からず、一人で悩んでいる方もたくさんいらっ

しゃいました。そこで法人として、予てより施設で

行っていた音楽療法を中心として、法人独自の地域

福祉事業の一環として、平成20年4月より発達障害

児（疑いも含む）の療育支援事業「きぼうっこくらぶ」

を開始致しました。（平成24年4月に障害児通所支

援事業「きぼうっこ」として事業開始）音楽療法や

運動療法を中心として様々な活動を行う中、小学校

に通う児童の保護者の方より「学校の勉強について

いけず、自信をなくしている」「学習の積み重ねが

進まず嫌になっている」「一般の学習塾では対応が

難しいと思う」といった、学習面での不安に対する

声が多くあげられるようになりました。そうした声

を受け、近隣大学に協力を依頼し、平成23年度より

発達障害児（疑いも含む）に対する学習支援「きぼう

教室」が始まりました。

場　所：コミセン希望・会議室
対　象：発達に特徴のある小学校１～６年生の児童
開催日：平日の放課後及び土曜日

（ニーズに合わせて調整可）

　コミセン希望では支援を開始するまでの各調整

や、事務的な役割を担っています。学習支援は近隣

大学の院生の方が行っており、支援開始前に個別に

コミセン希望

年度 児童人数 延べ回数 支援者数

H23 9名

H24 15名

H25 15名

175回

417回

441回

7名

9名

7名

1. 地域の福祉課題への対応

面談を行い、保護者の要望の聞き取り、児童一人ひ

とりの課題を把握し目標を立てます。また教材は研

究に基づいて大学院で作成したオリジナルの教材

を使用し、丁寧な支援を行っています。児童のペース

に合わせ、楽しく継続できるよう勉強を進めていく

ことで児童の自信を伸ばし、また地域に勉強の場を

開放・提供し、近隣大学と連携していくことで発達

障害や疑いのある子供達への支援を行っています。



独自の教材

独自の教材

学習風景

開設日
対 象

平成23年5月
発達に特徴のある
小学校１～６年生の児童

■
■

場 所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mai l

〒665-0035　宝塚市逆瀬川1-2-1 アピア1・4階
0797-76-5800
0797-76-5811
comicen-kibou@bird.ocn.ne.jp

■
■
■
■

事業概要

◎支援経過と課題

　支援回数を重ねるにつれ、保護者の方からは「子

どもが学習支援の日を楽しみにしている」「勉強を

嫌がらなくなった」「学校の勉強が面白くなった」

等の声があがっています。また学習面の支援だけで

なく、毎回の「こんにちは」「さようなら」といった

挨拶が出来るようになった児童もおり、他者との関

わり方を学ぶ場ともなっています。

　学習支援はニーズの高い分野であり、今後も希

望者の増加が考えられます。現在きぼう教室には待

機児童もおり、必要な支援を受ける事が出来るよう

に、今後は継続した支援者の確保を大きな課題とし

て捉えています。

1. 地域の福祉課題への対応



■過去の実績

健康福祉アカデミー宝塚の開催

 ◎事業開始の背景  ◎内容

　地域に向けた事業を検討してきた中で、若手ボラ

ンティアの減少傾向、地域の福祉活動の担い手不

足、介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）

の養成、施設職員のスキルアップのツールとして、

また、法人の地域貢献事業として、平成１９（２００

７）年度から地域住民向けの「健康福祉アカデミー

宝塚」を開講しました。施設で培った技術や知識を

社会に還元するために施設内の専門職員（一部外部

機関協力）を講師にすると共に施設に関係のある大

学教授、病院長、歯科医師、薬剤師等の方々にも趣

旨にご賛同いただいて無報酬にて講師をお願いし、

介護職員初任者研修課程の科目に加え、健康・医療・

福祉に関係する講義を行っています。

　毎年１０月に開校、翌年３月にまでの半年間に介

護職員初任者研修課程に必要な１３０時間に２０時

間の独自科目（生きがいと健康・福祉増進のための講

座）を加えた計１５０時間、定員３０名の講座で、法人

内資源の活用だけでなく宝塚市社会福祉協議会に

も講師派遣及び実習施設として協力していただい

ております。講座ではテキストを使用し介護や医療

の基礎知識を学び、またグループワークやベッドメ

イキング、移動・移乗介助といった実技を一体的に

実施しております。さらに現場実習も行っており、

法人内施設等において計３日間受講していただいて

おります。独自の生きがい講座では、福祉・医療・

健康等の現場で活躍する講師陣が「正しい薬の選び

方」「歯の構造と動き」「救命講習」といった日常生

活に密着したテーマで講義をしていただき、受講生

からもご好評いただいております。

期　間：毎年１０月より開講、翌年３月卒業
場　所：講義＝コミセン希望会議室、宝塚病院会議室
　　　  実習＝グリーンホーム等各実習先にて
　　　  事務局＝希望の家ワークセンター
対象者：福祉に興味のある方
受講料：20,000円+教材費

希望の家ワークセンター

卒業生ボランティアの様子

救命講習の様子

年度 卒業人数

H19 20名

H20 24名

H21 29名

H22 26名

年度 卒業人数

H23 28名

H24 28名

H25 22名

合計 177名

地域の福祉力・介護力の醸成
1. 地域の福祉課題への対応



開業日
定 員
対 象

平成19年10月
30名
18才以上で福祉に
興味のある方

■
■
■

事務所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

〒665-0825　宝塚市安倉西3丁目1-5 (希望の家ワークセンター）
0797-87-0141
0797-84-0738
kibounoie-workcenter@shore.ocn.ne.jp

■
■
■
■

事業概要

◎支援経過と課題

　毎年のアンケートで、講義の内容は高い評価を頂

いており、年々申込者も増加しております。年齢層

も２０歳代から６０歳代と幅広く、なかでも４０歳

代の方の申し込みが一番多くなっております。特に

一般の方の本講座への関心が高まってきておりま

す。受講生は受講後、学んだ知識や技術をご家族

の介護や地域のボランティア活動に生かされてお

り、福祉の担い手として福祉現場で働かれる方もお

られます。また、年度ごとに卒業生のネットワーク

を構築し、当法人・施設の行事にボランティアとし

て参加されるなど同じ講座を６ヶ月に渡り受講する

ことで「福祉を介した仲間作り」ができています。

　既卒者の口コミなどで本講座も地域に根付いて

きており、募集期間外でも電話やメールによる問い

合わせが後を絶たない状況となっております。７年

間に渡り毎年実施された講座により、地域の福祉を

支えていく人材の育成、福祉を身近に感じていただ

く機会の提供、ひいては地域貢献に繋がっていると

考えております。昨年度よりホームヘルパー１級・

２級といった研修区分が廃止され、新たに介護職員

初任者研修課程に対応したカリキュラムを実施い

たしました。新カリキュラムによる講座も従来と変

わらずご好評いただいており、今後も地域の方のお

役に立てるよう講座を続けていきたいと思います。

介護講習の様子

講義の様子

講義の様子

1. 地域の福祉課題への対応



やってるよ！やってるよ！

しゅくだい できた？しゅくだい できた？

学習サポート  ひかりの開設

 ◎事業開始の背景

 ◎内容

　子供の貧困が社会問題となっており、中でも子供

の学校以外で学習の機会が少ない事が大きな問題

となっております。希望の家として唯一市街地に位

置する希望の家ワークセンターも設置後３７年を経

て、地域に向けて何かできることはないかと考え、

この問題解決に少しでも貢献できるようにとの想い

から児童への学習支援を実施しました。そして生活

困窮世帯の児童や貧困児童だけに制限するのでは

なく、地域の児童を分け隔てなく受け入れることで

「地域に開かれた希望の家」を目指し、また福祉の

現場を身近に感じていただくことで子どもたちが福

祉に興味を持っていただければと考え実施してい

ます。

時　間：毎週金曜日15：30～17：00 （内45分程度）
場　所：希望の家ワークセンター  １階学習教室
対象者：宝塚市立安倉小学校１，２，３年生
定員数：30名

　毎週金曜日15：30より希望の家ワークセンター１

階集会室を学習教室として開放し、一人当たり45分

程度を目安に国語や算数など、学校の宿題や教科書

のわからないところや希望の家で用意したドリルを

使用して教えています。指導教員はワークセンター

の職員を中心に近隣の大学生ボランティアの方に依

頼し、参加している全ての児童に充実した教育を提

供しています。普段ご家庭ではなかなか集中して勉

強する時間が持てない児童も、決められた時間に集

中して勉強することを目指しています。又、児童の

社会性や集中力を養うためのSST等も行ないます。

開設日
定 員
対 象

平成26年5月9日
30名
宝塚市立安倉小学校
１，２，３年生

■
■
■

場 所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

〒665-0825　宝塚市安倉西3丁目1-5 (希望の家ワークセンター）
0797-87-0141
0797-84-0738
kibounoie-workcenter@shore.ocn.ne.jp

■
■
■
■

事業概要

◎支援経過と課題

　児童の教育に対してはすぐに効果が見えるもの

ではなく、また事業自体も平成２６年５月より開始

した新しい事業のため実感できる効果はこれから小

学校と連携し、検証していきます。参加者の保護者

の方々からご好評いただき多くの感謝の声をいただ

いております。また、回を重ねるごとに希望者も着

実に増えており、希望の家の想いが地域の皆様に伝

わっているものと感じております。

　参加されている児童やご家族様の口コミにより、

参加希望者が回を重ねるごとに増え、今後、週１回

の開校では全ての参加児童に充実した教育を提供

することは困難になるため、週１回の開校から週２

回に増やすことで参加児童全員に充実した学習支

援を提供していきたいと考えております。

希望の家ワークセンター

子供達への学習支援
1. 地域の福祉課題への対応



障害者相談支援事業所　コミセン希望
地域・在宅福祉の相談拠点として

相談風景

 ◎事業開始の背景

 ◎内容

　平成12年（2000年）社会福祉法の制定により地

域福祉の推進が規定され、法人として地域の福祉

課題や福祉ニーズの把握、新たな地域福祉活動が

課題となっていました。平成17年に希望の家ワー

クセンターの建替え工事を機に、今迄施設で培った

知識や技術を活かすと共に地域の福祉ニーズ把握

のため、独自の事業として希望の家ワークセンター

内に障害者相談支援センターを設置しました。その

後、平成18年10月には兵庫県の指定、宝塚市の委

託を受け逆瀬川駅前にある商業施設アピアに移転

し「障害者相談支援事業所コミセン希望」と名称を

変更。相談件数の増加に伴い相談所内の設備充実

や職員の増員を図る為に、平成22年5月にアピア1

の4階に移転、現在に至ります。

　社会福祉士・精神保健福祉士・保育士等の専門的

な資格を有する職員が、来所・電話・メール・訪問

等で相談に応じています。

◇福祉サービスの利用サポート

　障害のある方が、地域で安心して自立した生活を

営む事ができるよう関係機関と連携し、スムーズな

サービスの利用の為、情報提供や連絡・調整を行っ

ています。例えば「ホームヘルパーを利用してみたい」

「子どもの発達について相談したい」「病院を退院し

開設日
対 象

平成17年4月1日
地域にお住まいの障害のある方
（疑いも含む）、福祉サービスの
利用を希望の方等

■
■

場 所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

〒665-0035　宝塚市逆瀬川1-2-1 アピア1・4階
0797-76-5800
0797-76-5811
comicen-kibou@bird.ocn.ne.jp

■
■
■
■

事業概要

◎支援経過と課題

　開所以来年々相談件数が増加し、多岐に渡る問

題に対する支援が求められる一方、地域の中にはま

だまだ隠された福祉ニーズがあると感じています。

地域福祉の拠点として、関係機関との連携を強化し

ながら、利用者一人ひとりに対してより丁寧な対応

を心掛けていきます。
＊サービス等利用計画の作成
＊障害児支援利用計画の作成
＊地域移行支援計画・地域定着支援台帳作成

件　　　　数
実　  人  　員

障害種別
※重複あり

身体障害
知的障害
精神障害
発達障害

高次脳機能障害
その他

3,415 件
281 名
93 名
62 名
73 名
75 名
2名
12 名

た後の生活が心配」といった相談に丁寧に対応して

います。その他、地域で様々な問題や悩みを抱える

方の相談支援、生きがい促進事業も行っています。

◇権利擁護のための相談・支援

◇子育てに関する相談

◇就労に関する相談

◇地域における福祉の啓発活動

◇発達障害児等への学習支援

◇宝塚市自立支援協議会に事務局として参画

■平成25年度　相談実績

1. 地域の福祉課題への対応



クローバー宝塚ブランチ
ひょうご発達障害者支援センター

 ◎事業開始の背景

 ◎内容

　ひょうご発達障害者支援センター クローバー 宝

塚ブランチは、平成22年7月に兵庫県の委託を受け

て開設しました。

　希望の家では、平成12年の社会福祉法施行に従

い、施設での支援だけでなく、地域福祉にも重点を

置いた事業を行ってきました。平成17年には希望

の家ワークセンター内に障害者相談支援センターを

設置（後にコミセン希望と改称）し、地域のニーズ

の把握に努めてきました。その中で、発達障害のあ

る方々からの相談が非常に多いという現状が明らか

となってきました。これを受けて希望の家では、発

達障害児療育事業を行ってきました。又、3つの施

設でも身体障害に加え、発達障害も重複した利用者

への支援等の実績が評価され、平成17年の発達障

害者支援法で位置付けられた発達障害者支援セン

ターの委託を兵庫県から受けることになりました。

　クローバー宝塚ブランチは、宝塚市、伊丹市、川

西市、三田市、猪名川町の4市１町を担当圏域とし、

発達障害のあるご本人やご家族が安心して地域生活

が送られるよう、地域の支援機関と連携しながら

日々丁寧な支援を行っています。子どもへの関わり

方、学校や園での支援方法、対人関係の問題、成人

のひきこもりや就労問題まで多岐にわたる相談が寄

せられています。相談に来られた方からは、「相談で

きて気持ちが楽になった」「良いところを伸ばす関わ

りが大切だと思った」などの声が寄せられています。

　相談支援以外にも、発達障害を正しく理解しても

らうために、教育機関や福祉機関に研修を行ってい

開設日
対 象

平成22年7月1日
発達障害のある（疑いも含む）
ご本人、ご家族、関係機関

■
■

場 所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

〒665-0035　宝塚市逆瀬川1-2-1 アピア1・4階
0797-71-4300
0797-76-5811
clover-takarazuka@coast.ocn.ne.jp

■
■
■
■

事業概要

年度

H23

H22

H24

H25

人数 件数

293 名

196 名

370 名

358 名

1,207 件

601 件

1,306 件

1,246 件

ます。また、より多くの方々が支援を受けられるよ

う、地域の支援機関の支援にも力を入れています。

例えば、地域の支援機関に出向いて支援方法を一

緒に考えることもあります。他にも、子育てに関す

る保護者向けの講座や、成人の発達障害者を対象

に対人関係を円滑にするための学習会を地域の支

援機関と協働で行い、支援の輪が広がることを目指

して活動しています。

　近年、発達障害という言葉は周知されてきました

が、まだ十分には正しく理解されていないのが現状

です。今後も、発達障害支援がより充実するよう取

り組んでいきたいと思います。

■過去の実績

啓発活動

1. 地域の福祉課題への対応

事業内容
1.

2.

3.

4.

相談支援

発達支援

就労支援

普及啓発
・研修



ジョブサポート希望
障害者就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業

施設外観

<その他必要な業務>

温室印刷

洗濯畑

相談支援社会生活プログラム

<生活支援 >
障害の特性に合わせたプログラムを実施しています

 ◎事業開始の背景

 ◎内容

　障害者相談支援事業「コミセン希望」やひょうご

発達障害者支援センタークローバー「宝塚ブランチ」

の相談の中で、ニーズの多い発達障害者や精神障

害者の就労について、法人独自の事業として平成

23年度から就労訓練事業を開始し、平成25年度か

ら県の認可を受け、就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所

「ジョブサポート希望」として開所しました。この事

業は当初から事業の収支から見ると運営的に厳しい

ため、法人の社会貢献の一つと位置付けています。

対象：発達障害者・精神障害者・一部知的障害者
曜日：月曜日～金曜日
 （土曜日及び祝祭日に開所する場合あり）
時間：10：00～16：00

　発達障害や精神障害のある方の安定した就労や

一般企業への就労を目標とし、施設内外で様々な作

業を行い、基本的な労働習慣（通勤・基礎体力・集団

の中での基本能力等）の向上を図るとともに、課題

の発見・自己覚知等への支援を行います。

■作業内容
印 刷 業 務：名刺・封筒・チラシ・パンフレット等の

印刷・製本等作業

農作業業務：温室内、高床式砂栽培によるチンゲン菜

の栽培

屋外の畑での野菜栽培

清 掃 業 務：施設内清掃（床磨き・窓拭き・ワックス

がけ等）

施設外清掃（草刈り・生垣の剪定・芝刈り等）

開設日
定 員

対 象

平成25年4月1日
障害者就労継続支援A型：10名
障害者就労継続支援B型：15名
発達障害者・精神障害者・一部知的障害者

■
■

■

場 所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mai l

〒669-1231　宝塚市玉瀬字細尾1-25
0797-91-0588
0797-91-0589
job-support@iris.ocn.ne.jp

■
■
■
■

施設概要

2. 就労の機会・訓練の確保

洗 濯 業 務：施設内利用者の洗濯請負

請負作業業務：自動販売機管理・自動車部品の組立て等



地域活動支援センター　ひなた（陽）
社会生活・日常生活の円滑化に向けて

 ◎事業開始の背景

 ◎内容

　平成24年6月より、外出が出来ない、生活のリズ

ムを整えたい障害者が気軽に通える場として、法

人独自事業として様々な講座や生産活動等の機会

を提供し、社会参加等を促進する事業を実施して

きました。この事業を基に、平成25年4月より地域

活動支援センターひなた (陽)を開所いたしました。

対象：精神障害のある方
　　発達障害のある（疑いも含む）方

　生活リズムを整えたい、将来は社会に出て働きた

いといった意欲を持たれている方に、創作活動や生

産活動の機会の提供し、社会との交流の促進を図っ

ています。また地域において皆がいきいきとした生

活を送ることができるように活動しています。

◇各種講座

パソコン・アロマセラピー・ハンドマッサージ・

メイク・ネイル

◇生産活動の提供　   軽作業・手芸品製作等

◇販売体験

　商業施設内での野菜、生産品等の販売

◇法人内の交流行事への参加

◇ＳＳＴ（ソーシャルスキルトレーニング）

◇地域開放日

　毎月15日(祝日の場合は翌平日)13：30～15：30

　地域の方に活動内容を知って頂き、共に生活で

きる環境づくりをすることを目的に、事業所を一

般開放しています。

開設日
定 員
対 象

平成25年4月1日
1日　15名
発達障害者（疑いを含む）・精神障害者

■
■
■

場 所
ＴＥＬ
ＦＡＸ
E-mail

〒665-0022　宝塚市野上１丁目5-128
0797-74-6100
0797-74-6100
kibounoie-hinata@basil.ocn.ne.jp

■
■
■
■

事業概要

◎支援経過と課題

　利用者の中にはアロマ講座を開講する中で、「検

定を受講し資格を得たい。」という目標を持つこと

ができた方もおり、目標を持って取り組むことは非

常に重要と考え、「勉強したい、もっと知りたい。」

という利用者の意思を尊重し、通常のアロマ講座と

は別に検定対策講座を開講しました。

　地域開放日には、地域の方々にお茶を飲んでいた

だいたり、日々の活動のアルバムを見ていただいた

りしています。市民一斉清掃日は清掃に参加するだ

けでなく積極的に挨拶をすることで、ひなたを知っ

ていただくきっかけの場になればと考えています。

今後も地域の一員として、地域の方々と交流できる

機会を大切にしていきます。

<アロマ講座の様子>
皆さん真剣に先生の話を
聞いています！

<清掃日 >
草抜きを頑張りました

◇市民一斉清掃

年に2回（5月・11月）の市民一斉清掃日にも参加し

ています。地域ぐるみで町を美しくする活動に参

加することで、地域社会との交流を図っています。

※その他クッキングや映画鑑賞会、運動不足解消の

為末広公園へのウォーキング等を行っています。

2. 就労の機会・訓練の確保



障害児通所支援事業  きぼうっこ
発達障がいのある子どもの療育

芋ほりサッカー教室

SST運動療法

 ◎事業開始の背景 ◎支援経過と課題

 ◎内容

　平成24年の文部科学省の調査によると、小中学

校の通常学級で発達障害の可能性のある児童・生徒

は6.5％（2～3名／35人学級）に上ると言われ、専門

機関での支援が必要とされています。希望の家で

は、平成20年より地域福祉事業の一環として、音

楽療法を中心とした発達障害児（疑いも含む）の療

育支援事業「きぼうっこくらぶ」を開始致しました。

保護者の方から「継続して利用したい」という声を

多く受け、平成24年より障害児通所支援事業「きぼ

うっこ」を開始致しました。

　支援回数を重ねるにつれ、友達と協力して活動に

参加できるようになったり、順番を守れるように

なったりと児童の成長が見られています。「楽しかっ

た」「きぼうっこ好き」「また来るね！」と笑顔で来

所される児童もたくさんいます。現在、中・高校生

の利用が少ないので、今後は中・高校生を対象とし

たプログラムの実施を課題として捉えています。

事業内容：児童発達支援事業（未就学児）
放課後等デイサービス事業（就学児童）

対　　象：発達障害のある（疑いも含む）児童
開 所 日：  月～土曜日
療育内容：  音楽療法、運動療法、言語療法、学習支援、

SST、個別療育、集団療育
スタッフ：  臨床発達心理士、社会福祉士、保育士、

音楽療法士、ジュニアスポーツ指導員など
　

初めに保護者の方からの聞き取りや観察をもとに、

個別支援計画を作成します。

オリジナル教材を用いながら一人ひとりに合わせた

課題を行ったり、ゲームや音楽などを通して他児と

の適切な関わり方や集団でのルールを守れるように

指導しています。楽しく参加しながら、できた！と

いう体験を重ね、児童の自信を伸ばしていけるよう

なプログラムを提供することを目指しています。

開設日
定 員

対 象

平成24年4月1日
児童発達支援事業：10名
放課後等デイサービス事業：15名
発達障害のある（疑いも含む）児童

■
■

■

場 所

ＴＥＬ

ＦＡＸ
E-mai l

〒665-0035  宝塚市逆瀬川1-2-1アピア4F（児童発達支援）
〒665-0021  宝塚市中州1丁目14-22（放課後等デイサービス）
0797-80-7800（児童発達支援）
0797-26-6800（放課後等デイサービス）
0797-71-3600
kiboukko@chorus.ocn.ne.jp

■

■

■
■

事業所概要

年度 児童 放課後 合計

H24 25名

H25 36名

H26 42名

16名

27名

48名

41名

63名

90名

■契約者数

2. 就労の機会・訓練の確保



中学校交流会

門松作り

3. 地域への啓発

〔内容〕　

　地域に開かれた施設として、福祉を理解し、関心

を深めて頂く為、たくさんの方々の施設見学を受け

入れました。

＊平成25年度受け入れ

・市内民生委員・福祉関係団体・行政及び関係職員

・他施設職員・施設利用希望者・その他

・見学8団体（アカデミー・音楽療法含む）・個人47名

・実習生61名

〔実施事業所〕　各施設・各事業所

〔支援経過と課題〕
　施設内の雰囲気や利用者の生活、日中活動の見

学、福祉用具やスヌーズレンルーム、重度化対策の

特殊浴槽、リハビリ室等を実際に見て頂きました。

また利用者との会話を通して実習生や見学者との

交流を深める事で施設内の活性化を図りました。

見学者への対応

〔内容〕
①地域住民・地元小中学校、高校との交流、見学年

1回の交流

＊25年度受入・宝塚市西谷小、中学校・小林聖心女

子学院・兵庫県立宝塚北高演劇科

・西谷地区子ども会老人会・西谷地区（とんど、秋

祭り、運動会、門松作り、ひな祭り交流会）

〔実施事業所〕　

希望の家グリーンホーム・希望の家サンホーム

地域との交流

ひな祭り交流会

BBQ大会

運動会

地域と共に歩む

②施設・事業所行事等への参加（ボランティア）・

　 ＢＢＱ大会・盆踊り大会・大運動会・なかよし音楽会

〔実施事業所〕　各施設・各事業所



3. 地域への啓発

交流会

利用者；サイミス演奏

（音楽療法用電子機器操作）

学生　；楽器演奏、合唱

全体　；ビンゴゲーム

14：50　   交流会終了

■交流例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

盆踊り大会

開催日　昭和63年8月から開催　今年で26回目

参加者  利用者（各施設・事業所）170名　

地元玉瀬自治会・老人会・婦人会、各種ボ

ランテイア個人・団体、アカデミーOB、

ご家族、後援会員、140名余りのご支援、

職員を含め　総勢350名。

・楽しみの食事は当初から変わらず、新た

に、おでん、フランクフルト、ビール・飲

み物、アイスクリーム等がメニューに加

わり満腹になる。

新たに豪華花火大会が開催され、ナイヤ

ガラの滝でフィナーレを迎える。

9：30 ～  テント等の設営開始　提灯、やぐら、

 屋台、テーブル

17：00 ～ 野外での食事開始

18：00 ～ 盆踊り開始

19：50 ～ 豪華絢爛花火大会

21：00 ～ 盆踊大会終了

〔実施事業所〕　各施設・各事業所

小林聖心女子学院との交流

盆踊り大会

〔支援経過と課題〕
　地域の一員として地域のあらゆる方々、学生達と

の定期的な交流会（正月行事、学校運動会、等）の場

を設ける事で施設への関心と理解を深めて頂いた

り、利用者間の交流、後援会の交流を兼ねたＢＢＱ

大会や、音楽会では音楽療法での活動内容やバリア

フリー電子楽器（サイミス）の発表を行い日頃の成果

を皆様に見て頂いています。

　また、入浴介助、外出介助、行事支援等を通じて、

利用者との交流を図ると共に社会参加促進を図り

ました。

　新たなボランティアを募集して利用者や施設へ

のボランティア活動の拡大を図ります。

地域と共に歩む

■交流例 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　小林聖心女子学院（昭和63年6月より 学生120～

130名　教師4名　今年で26回目）

　対象者　毎年高等部２年生全員が来所。

　　　　　今年度 学生121名　教師6名　　

　来所日　26年6月20日　

　

内　容　 障害者施設の見学により障害者福祉の理解

をたかめる。

10時30分来所。

法人・施設の紹介　パワーポイントにて

障害者施設の学習。

11：30 ～ グリーンホーム・サンホーム

施設見学・説明

12：10 ～  配膳・昼食　　

13：15 ～  利用者・学生・ボランティア



〔内容〕
　地域の福祉力の向上の一役を担うため、様々な実

習生を積極的に受け入れています。

＊平成25年度受け入れ実績　総勢94名

・音楽療法士　・教員介護等体験実習生

・社会福祉士実習生　・介護職員初任者研修実習

・歯科衛生士実習生

〔実施事業所〕
希望の家グリーンホーム・希望の家サンホーム・

希望の家ワークセンター

〔支援経過と課題〕
　施設生活における「利用者しあわせ」を目標とし

た施設支援について、実習生を通じ、利用者との会

話、適切な介護や医療、生活環境、余暇活動や音楽

活動等の現場を体験して頂き、福祉の理解を深め、

介護技術だけでなく利用者に係る生活全般の支援

や職員の役割、専門職との連携を学び福祉人材の

育成に努めました。

福祉人材の受け入れ

〔対象者〕
地域の教会、地元の小学校関係団体様など、普段希

望の家がお世話になっている団体様

〔内容〕
　希望の家では現在３台のマイクロバスを保有し

ております。これらは各種補助金や団体様の援助を

いただき、購入させていただいたものです。皆様の

善意の心でいただいた物を法人で占有するのでは

なく少しでも地域に還元していければと考えまし

て、日ごろお世話になっている団体様を中心にマイ

クロバスを無料でお貸しさせていただいております。

　マイクロバス以外にも、希望の家の保有するテン

トや人材の派遣などご希望があればできる限りお

応えしたいと考えております。

〔実施事業所〕　

希望の家グリーンホーム・希望の家サンホーム・

希望の家ワークセンター

マイクロバスの貸出

〔内容〕
サンホーム集会室、月2回、20～25名参加

①女性コーラスグループの活動として、西谷小の育

友会でのグループで小学校の音楽室や幼稚園の多目

的室を借りて活動していたが、都合によりサークル

をする場所がなく困っていた所に、希望の家に相談

があり、サンホームの集会室に地域貢献の一環とし

集会室の地域開放

3. 地域への啓発

音楽療法実習生

地域と共に歩む

合同音楽会

て集会室を開放する。この一つの繋がりから、希望

の家で毎年開催している合同音楽会にてコーラスを

発表して頂くなど、開放だけでなく地域の方との交

流へと繋がっています。

②民生委員の方は、毎年8月希望の家で開催される

盆踊り大会にて、やぐらの設置や笹の飾りつけのお

手伝い頂いており、行事の前に集会室を利用され会

議の場として利用をされています。



4. 地域医療への貢献

〔開設日〕  平成12年4月1日

〔対象者〕  利用者、地域住民の方

〔内　容〕  　希望の家グリーンホームでは、医療

施設「グリーンホームクリニック」を併設

しています。医師と看護師が常駐し、施

設利用者・職員の健康管理・診察に加え

て地域住民への診察も行っております。

〔開設日〕  昭和63年6月1日

〔対象者〕  利用者、地域住民の方

〔内　容〕  　希望の家サンホームでは、利用者及び

地域の方に利用して頂ける、歯科診療所

を設置しています。健康維持に大きく影

響する「歯の健康」。

　利用者の快適で健康な生活を目指し

予防・治療のケアを行っています。

〔開設日〕  平成13年11月

〔対象者〕  どなたでも

〔内　容〕  　希望の家では、グリーンホーム、サン

ホーム、ワークセンター施設の3か所で、

広く一般の方にご利用頂けるよう、AED

（自動体外式除細動器）を設置しております。

　宝塚市消防署の「まちかど救急ステー

ションの指定を受け、事故、疾病等緊急

時の救命活動にお役立て頂けます。

グリーンホームクリニック

歯科診療所

まちかど救急ステーション

診察風景

歯科診療所

サンホーム正面ドア

看護師による職員を対象とした AED講習

元気で過ごせる共生社会をめざして

AED



■法人本部

〒669-1231 宝塚市玉瀬字田畠 10 番地　
 T E L ： (0797)91-1800　 FAX ： (0797)91-1801
 E-mail ： houj in-honbu＠kibounoie.org

■指定障害者支援施設　希望の家　グリーンホーム

〒669-1231 宝塚市玉瀬字田畠 10 番地　
 TEL ： (0797)91-1800　 FAX ： (0797)91-1801
 E-mail ： greenhome＠kibounoie.org

■指定障害者支援施設　希望の家　サンホーム

〒669-1231 宝塚市玉瀬字田畠 9 番地
 T E L ： (0797)91-1045 　FAX ： (0797)91-1256
 E-mail ： sunhome＠utop ia .ocn .ne . jp

■指定障害者就労継続支援事業所　ジョブサポート希望

〒669-1231 宝塚市玉瀬字細尾 1-25
 TEL ： (0797)91-0588　 FAX ： (0797)91-0589
 E-mail ： job-support@ir i s .ocn .ne . jp

■指定障害者支援施設　希望の家　ワークセンター

〒665-0825 宝塚市安倉西 3-1-5　
 T E L ： (0797)87-0141　FAX ： (0797)84-0738
 E-mail ： k ibounoie-workcenter＠shore.ocn.ne. jp

■指定障害者相談支援事業所　「コミセン希望」

〒665-0035 宝塚市逆瀬川 1-2-1 アピア 1 ・ 4 階　
 T E L ： (0797)76-5800　 FAX ： (0797)76-5811
 E-mail ： comicen-k ibou@bird .ocn .ne . jp

■ひょうご発達障害者支援センター　クローバー 宝塚ブランチ

〒665-0035 宝塚市逆瀬川 1-2-1 アピア 1 ・ 4 階
T E L ： （０７９７)71-4300　 FAX ： （０７９７)76-5811
E-mail ： clover-takarazuka@coast.ocn.ne.jp

■指定障害児通所支援事業所　きぼうっこ

〒665-0021 宝塚市中州 1-14-22
児 童 発 達 支 援 事 業　　放課後等デイサービス事業
T E L ： （０７９７)80-7800　　T E L ： （０７９７)26-6800
FAX ： （０７９７)71-3600　　FAX ： （０７９７)71-3600
E-mail ： k iboukko@chorus .ocn .ne . jp

■地域活動支援センター　ひなた （陽）

〒665-0022 宝塚市野上 1-5-128
 T E L/FAX ： （０７９７)74-6100
E-mail ： k ibouno ie-h inata@bas i l .ocn .ne . jp

MAP
1

MAP
2

所在地・地図

( 旧療護施設）

( 旧重度授産施設）

( 旧授産施設）


